
 
 

コンサンプション補⾜条件 

以下条件は、加⼊者による消費ベースのサブスクリプションサービスの利⽤に適⽤される。 

クレジットの利⽤ 
クレジットは、Domo  Platform  のインスタンス内、Domo  Everywhere  サービススイート内、または  Domo  アプリ内のいずれであって
も、以下に記載されるデータストレージ⾏、実⾏およびアクティビティに適⽤される。  加⼊者は、Domo Platform の全てのインスタ
ンス、Domo  Everywhere  サービススイートおよび全てのアプリで集計されるクレジットの使⽤量が、本サービスオーダーで指定され
た該当クレジット数を超えないようにしなければならない。各請求期間の終了時に、その請求期間中に消費されたすべてのクレジット
が合計され、各種クレジットは四捨五⼊の上、⼀番近い整数にされる。 

ストレージ 
データストレージ⾏は、次の表の通りクレジットを消費する。 

 

ストレージの種類   定義 クレジット数 

 
マテリアライズド⾏ 

 
Domo Platform に保存されている⾏ 

 
⽉間 100 万ストレージ⾏につき 1 クレジット1 

 
バーチャルストレージ
⾏ 

Views または Fusion を介した Domo 
Platform でのバーチャル⾏ 

 
⽉間 200 万ストレージ⾏につき 1 クレジット1 

1 マテリアライズ⾏およびバーチャル⾏のクレジット計算において、該当⽉の３番⽬に少ない使⽤⽇の使⽤量 に基づいて、1 ヶ⽉あたりのストレージ⾏数が決定される。 

実⾏ 
Domo Platform 内、Domo Everywhere サービススイート内、もしくは アプリ内で⾏われる実⾏は、次の表の通り⽉単位でクレジット
を消費する。 

 

実⾏の種類 実⾏の定義 クレジット数 

 
データの取り込み 

コネクター、ファイルアップロード、API、CLI、SDK、ワ
ークベンチ、Webhooks、その他のインポートまたはカス
タムのデータ取り込みを介して、Domo Platform にデー
タを追加、置換、削除、またはアップサートする完結 
したアクティビティ 

 
作成/更新されるテーブルにつき 1 クレ

ジット 

データの書き込み 外部システムにデータを書き込む（ライトバック）完結 
したアクティビティ 

書き込むテーブルにつき 1 クレジット 

データフロー - Magic ETL v1 Magic ETL v1 の実⾏完了 作成/更新される出⼒テーブルにつき 1 
クレジット 

データフロー - Magic ETL v2 Magic ETL v2 の実⾏完了 作成/更新される出⼒テーブルにつき 1 
クレジット 

データフロー - Redshift Redshift の実⾏完了 作成/更新される出⼒テーブルにつき 1 
クレジット 

データフロー - MySQL MySQL の実⾏完了 作成/更新される出⼒テーブルにつき 1 
クレジット 

データフロー -  アドレナリン アドレナリンデータフローの実⾏完了 作成/更新される出⼒テーブルにつき 3 
クレジット 

データフロー - データサイエ
ンス 

データサイエンスタイル、または R または Python タイ
ルが使⽤されているMagic ETL v1 および v2 データフロー
の実⾏完了 

作成/更新される出⼒テーブルにつき 2 

クレジット 



 

 
実⾏の上限 
更新または書き込みされたテーブル/出⼒テーブルについて、(1) 1 ⽇あたりのテーブルごとの請求対象実⾏は、以下の表記載の通り実
⾏の上限が設定され、(2)更新または書き込みされたデータストレージ⾏の合計数が以下の表に定める１⽇あたりのデータストレージ
⾏の制限を超えない限り、クレジットは消費されない。 

 

更新/テーブルの書き込み数 実⾏の上限 データストレージ⾏の制限 

10 - 24 10 2,500 万⾏ 

25 - 39 15 2,500 万⾏ 

40 - 96 20 2,500 万⾏ 

97 以上 25 2,500 万⾏ 

 
上記データストレージ⾏の制限を超えるデータストレージ⾏の更新または書き込みは、次の表の通りクレジットを消費する。 

 

クレジット数 

上限を超える 2,500 万⾏につき 1 クレジット 

 
JUPYTER 
Jupyter リソースを使⽤するアクティビティは、ワークスペースを開いてから停⽌するまで、5 分単位でクレジットを消費する。ク
レジット消費率は、次の表の通り、選択されたティアの処理速度に基づく。使⽤量は 5 分単位で切り上げられる。2 

 

Jupyter ティアの種類 5 分あたりのクレジット数 

ティア 1 0.033333333 

ティア 2 0.066666667 

ティア 3 0.125 

ティア 4 0.25 

ティア 5 0.425 

ティア 6 0.725 

ティア 7 1.266666667 

ティア 8 2.25 

ティア 9 4.05 

2 例えば、ティア 9 が選択され、アクティビティに 7 分かかる場合、アクティビティ時間は 10 分に切り上げられ、消費されたクレジットは 8.1 (4.05 x 2) となる。 

 

ワークフロー 
ワークフロータスクおよびワークフロースタートは、次の表の通りクレジットを消費する。 

 

ワークフローアクティビティの種類 クレジット数 

ワークフロースタート １スタートあたり 0.04 



 
ワークフロー タスク完了 １タスクあたり 0.04 

 
AUTOML 
AutoML  は、次の表の通りクレジットを消費する。 

 

アクティビティの種類 定義 クレジット数 

AutoML -  トレーニング 
AutoML モデルのトレーニング実⾏または
再トレーニング実⾏完了 トレーニング／リトレーニング実⾏につき 1 クレジット 

AI AGENT：チャット 

2025年1⽉1⽇付で、チャットリクエストは、次の表の通りクレジットを消費する。 

アクティビティの種類 定義 クレジット数 

リクエスト 
Domo AIチャットサービス上の各リクエス
ト １リクエストあたり0.2クレジット 

 

DOMO EVERYWHERE エンドカスタマーアカウント 
エンドカスタマーアカウントは、次の表の通りクレジットを消費する。さらに、ストレージ⾏、アクティビティ、エンドカスタマー
アカウント内の実⾏は、補⾜条件中に記載されている該当テーブルに従ってクレジットを消費する。 

 

アクティビティの種類 クレジット数 

有効なエンドカスタマーアカウン
ト 

１エンドカスタマーアカウントにつき 
1 ⽇あたり 3.2877 クレジット 

DOMO EVERWHERE 特別条項 
Domo  Everywhere  は、加⼊者およびその関連会社が加⼊者およびその内部事業⽬的とする場合や、エンドカスタマー（以下に定義）
の加⼊者とエンドカスタマーとの間で⾏われる標準的なビジネスに関する場合に、エンベデッドカードおよびダッシュボードへの     
閲覧のみのアクセスを提供するものである。 

Domo  Everywhere  には、エンドカスタマーアカウントも含まれる。 エンドカスタマーアカウントは、加⼊者と加⼊者の顧客、ベン
ダー、パートナー、または加⼊者と既存の契約関係にあり、Domoの競合他社ではないその他の第三者（以下「エンドカスタマ
ー」）との間で⾏われる標準的なビジネスに関連して使⽤される  Domo  Platform  の別のインスタンスである。加⼊者は、エンドカ
スタマーがエンドカスタマーアカウントにアクセスし使⽤することを許可できるが、１つのエンドカスタマーアカウントにつき許可 
されるエンドカスタマーは 1とする。Domo  Everywhere  コネクターは、エンドカスタマーがエンドカスタマーアカウントへのデータアッ
プロードを可能にする。加⼊者は、エンドカスタマーのすべての作為不作為の責任を負い、加⼊者は、加⼊者の作為不作為に起因して
エンドカスタマーから提起される請求から Domo を補償し防御することに同意する。 

 
カードロード 
カードロードは、いかなる時でも、カード、アプリ、その他のビジュアルが、埋め込まれているページ/ダッシュボード上もしくはそ
の他においてロード、更新、ドリルまたは選別されることを指す。カードロードは、Domo Platform 内または Domo Everywhereサー
ビススイート内のアクティビティを含む。Domo Platform 内または Domo Everywhere サービススイートにおける全てのカードロー
ドの合計は、該当の契約年度に関する本サービスオーダーにおいて指定されるカードロード合計数を超えてはならない。 
 
本補⾜条件の変更 
Domoは、本付加条項を将来に向かって随時変更することができる。かかる変更により加⼊者の権利または義務が実質的に変更され
る場合、Domoは、サブスクリプションサービスの加⼊者のインスタンス内のユーザーインターフェイスを通じて、かかる変更を通
知する。本補⾜条件のうち、価格の変更は、貴社の現在の契約期間の更新時または新規のサービスオーダーの締結時に発効する。新
機能の追加を含むその他のすべての変更は、直ちに発効する。加⼊者が本補⾜条件の変更に異議がある場合には、加⼊者はDomoに
書⾯で通知するものとし、Domoはかかる異議に対処するため合理的な努⼒を講じるものとする。 
 
 
 


